
札幌農学校（現在の北海道大学）の5番目の校舎として建てられた
施設。1時間に1度、鐘の音で時刻を知らせる塔時計があり、現在
は年間約20万人が訪れる観光名所になっている。

 さっぽろの  

今や約196万人が暮らす街へと発展した札幌。ここでは、札
幌の発展に尽力した人物の功績や、市内にある建物の歴史
的背景、見どころなどを紹介。札幌の歩みを振り返ります。

歴史めぐり

今 月 は
旧札幌農学校演武場
(時計台）

利 用 案 内

開館時間8時45分～17時10分（入館
は17時まで）
所在地中央区北1西2
入館料200円。高校生以下無料
交通機関地下鉄「大通」駅から徒歩約5分
詳細 231-0838

旧演武場の歴史や修復工事の様
子を紹介する展示のほか、2階で
は塔時計と同じ振子式の時計が
見られます。
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旧札幌農学校
演武場（時計台）



　＝内容　　＝日時　　＝会場　　＝対象　　＝定員　　＝費用　　＝申込　　＝問い合わせ先　b＝ 電話　c ＝ ファクス　
d＝ Ｅメール　a ＝ ホームページ（10㌻）に詳しい内容を掲載しているもの

※費用、申し込み方法の記載がない場合は、それぞれ無料、当日会場へ行く催しです

歴史

歴史

農学校がアメリカの大学を見習
って、学生の体力や強い精神力を
養う訓練を取り入れたことがきっ
かけで建てられ、約25年間、体育
の授業、卒業式のほか講演会な
どの会場として使われていました。
現在も2階ではピアノの発表会
などが開かれているんですよ。

小説や音楽
の舞台に !

北海道の開拓を担う
優秀な人材を育てた学び舎

時計台館長 門谷 陽さん
かど たに よう

現在も動いている
国内最古の塔時計

現在は「時計台」という
名で知られているが、建
築当初は塔時計は無
く、市民に共通の時刻を
知らせるために、後から
設置された。130年以
上経った今でも、風や雪
の影響を除くと、時間の
ずれはほぼない。

▲建築当時の演武場には授業の開始な
どを告げる、鐘が設置されていた

見どころ

開催時間9時15分～9時30分
このほか、ボランティアによる
ガイドも随時開催しています

塔時計を動かす重りの
巻き上げ作業が見られる
館内ガイドに参加しよう ！

バイオリン奏者高階哲夫が
作詞作曲した「時計台の
鐘」、農学校の卒業生で大
正時代を代表する作家有島
武郎の小説「星座」など多く
の芸術作品に登場する。こ
うした作品により、札幌のシ
ンボルとして知られるよう
になった。
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旧札幌農学校演武場の歴史や見どころを一部紹介

1878（明治11）年 完成
1881（明治14）年 塔時計が設置される
1906（明治39）年 曳家で南西に150m移転し現在地に
1970（昭和45）年 国の重要文化財に指定

旧演武場のあゆみ

▲1899（明治32）年2階で行
われた学位授与祝賀会の様子
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